
 

 

 

 

     

 

 

“高校生活の最終学年がスタート！” 

皆さんは、東宇治高校に入学し、3度目の春を迎えました。 

自分の人生を大きく左右する１年となります。これまでの 2年間で積み上げてきた様々なことをこの1

年でどのように活かし、希望進路を実現させるのでしょうか？ 

「準備８割」という言葉があります。これまでの経験でも思い当たるのではないでしょうか？成功する

かどうかは準備にかかっており、何事も準備をしておかなければ、実ることはありません。これから準備を

進めるにあたって、今自分は進路実現の過程で、「どの地点」に位置しているのか、「どの方向」に進もうと

しているのかを明確にする必要があると思います。そして、卒業生の講話にもあったように、「いつまでに、

どの科目を、どれだけ習得する」ということから、1日の学習内容と量を決めて実践してください。 

この準備が、計画どおりに進めば、思いが実る可能性は高まるのではないでしょうか。 

学習面だけでなく、基本的な生活習慣の継続も大切な要素です。基本的な生活習慣が乱れることにより、

学習の基本となる授業に十分集中できなくなったり、欠席や遅刻により授業を受けられなくなったりとい

うことが起こります。その原因を作らないように、自己管理の実践を十分に行ってください。 

この基本的な生活習慣の継続ができれば、さらに思いが実る可能性は高まるのではないでしょうか。 

 次の春を迎えるときには、自信と希望に満ち溢れた皆さんであってほしいと思います。 

 

 この1年も、学校目標である『みらいを明るくできる人』になる準備段階としての３つの姿勢 

（「挑戦する姿勢」・「周囲と関わる姿勢」・「努力し続ける姿勢」）を積極的に実践してください。 
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「陽」 ～ よう ～    

何事にも前向きに挑戦する陽気な人に、他人を

思いやり、協力できる陽だまりのような人に、

努力を続けて、社会を明るくできる太陽のよう

な人に成長していってほしいという願いを込め

ました。 

 

東宇治高等学校 

１組 村田 知子（理科） 

今年3月に莵道高校で卒業生を送り出し、4月から東宇治高校に異動してきました。 

47期生3年1組の担任をさせてもらうことになり、新たな気持ちでこの春を迎えています。1年間ど

うぞよろしくお願いします。自分の進路希望を実現するために、高校生活の最終学年の毎日をしっかり

悔いのないように過ごしてください。何をどうすべきか、いろいろなことが常に選択の連続です。しっ

かりと見極めて、粘り強く地道な努力を継続できるように願っています。 

２組 大野 勝也（保健体育科） 

春になると、いろいろな花が咲き、過ごしやすい気候になり、心がウキウキしますね。また、春は、新

たなスタートとなる時期でもあります。社会に出る前の最後の１年間を充実させて欲しいと思います。

まだまだ、不安もいっぱいの人も居るとは思います。いろいろな人に相談をしてください。私はいつで

も相談に乗りますよ。頑張りましょう！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★新型コロナウイルス感染症拡大防止について 

新型コロナウイルスの感染拡大は高止まりのまま、3月に「まん延防止等重点措置の適用」が解除されま

した。いつ第７波が到来するかわかりません。感染症予防対策については、新行動様式を継続して行ってい

かなければなりません。マスクの着用・毎日の検温・登校時の手指消毒・教室の喚気・ソーシャルディスタ

ンスの確保・昼食時の黙食など、それぞれの行動を再確認しながら毎日の生活を送るようにしましょう。 

当面の行事予定 

８日（金） 始業式・学習室オリエンテーション 

1１日（月） 春休み課題テスト（国語・英語）・授業         

14日（木） 歯科検診・部活体験（45✕６） 

1５日（金） クラス写真撮影・部活体験（45×６）     

18日（月）～面談週間     25日（月） 校外学習    

４組 鳥本 純平（国語科） 

過ぎゆきてふたたびかえらざるものを なのはなばたけ なのはなの はな（村木道彦） 

「過ぎゆきてふたたびかえらざるもの」とは例えば時間や青春そのもの。青春と聞くと美しくキラキラ

したものをイメージしますが、それは青春を通り抜けそれを振り返ったときに言えるものかもしれませ

ん。では、青春の真っ只中は？それは様々な可能性の中で迷い、とまどい、もがく時期。でも、個々の

未来を豊かに形づくる根源は個々の努力でしかありません。 

３組 谷口 博一（数学科）  

今年が１００周年のイベントは「水平社宣言」「ツタンカーメン王墓発見」等、結構話題となるものが盛

り沢山である。それに比べたら、東宇治高校は来年で創立５０周年という程度である。３年生としてで

きることは、最高学年としての自覚を持ち、卒業していった先輩たちに負けるな。入学してくる後輩た

ちを導け。我々は高校生活を楽しみ、行事を成功させるだけの情熱をもった学年である。 

５組 羽田 智子（理科） 

いよいよ３年生！東宇治高校で、仲間と先生と後輩と過ごす最後の年。後悔のないように、一分一秒を

大切にしよう。そして、将来のことは絶対に妥協しない！！自分なりに考え抜いた未来には、きっと納

得できるはず。人生で最も成長できた一年と思えるように、なりふり構わず努力しよう。もう勉強なん

てするかと思えたときに、やっと未来が開けます。でも、どんなに忙しくて辛くても、他者への思いや

りと感謝を忘れずに。 

６組 寺田 朋子（英語科） 

いよいよ最終学年になりましたね。教育の目標は「人格の完成」と言われています。情報を分析して正

しい判断ができること、自分の大切に思うものを守り抜くこと、他者を思いやり社会に貢献できる人に

なること･･･。この一年、さまざまなことに精一杯取り組み、自分を成長させましょう。一年後、大きく

成長したみなさんを、誇らしく見られる日がくるのを楽しみにしています。 

７組 澁谷 鷹也（英語科） 

高校生活最後の年となりました。最高学年として、自分自身の希望する進路に向けて、努力する姿勢を

忘れずに過ごしてほしいと思います。人生の優先順位を意識する。人生における大事なものを考えて、

自分のやるべきことを優先的にするようにしてください。切磋琢磨し、協力し合いながら、１年後それ

ぞれが目指す理想の自分になれるようにがんばっていきましょう。 



 


